政治を考える市民の会賛同人会議　報告
　　　　　　　　　　　　

日時：2013.9.7（土）
場所：名古屋働く人の家
参加者：安藤、李（ち）、李（とぅ）、池住、池田、磯貝、井戸、牛田、奥村、具志堅、島岡、柴田、鈴木、竹内、近森、中島、中村、永山、林、阪野、藤井、矢代、山本
（計23名）
進行：山本
記録：山本
議事
1． 活動報告/会計報告・・・藤井
了承。
収入／交流会参加費　　　15,000円

支出／交流会食材など　　10,174円

残　　　　　　　　　　　　4826円
2． 参議院選選挙結果と今後の方針・・・提案：池住
別紙参照
方針抜粋
2013年度の方針案（話し合いのためのタタキ台）
１）目標
「脱原発」「憲法改悪阻止」実現へ向けて、2016年二つの国政選挙で「統一候補」またはそれに準ずる政党/政治団体間協力・連携を実現させるため、「市民/政党/政治団体間の相互理解と信頼関係」の基礎・基盤を強める。（『愛知方式』と呼ぶ）
２）そのために…（具体的方法・方策と体制づくり）
　①政党・政治団体訪問（10～11月、信頼関係の継続と強化のために）
　　　訪問先：　A)愛知県レベル：社民党愛知県連合、新社会党愛知県本部、日本共産党愛知県委員会、みどりの風、緑の党・東海、民主党参議院議員事務所、公明党愛知県本部
　　　　　　　　B)中央レベル：　社民党党首、日本共産党委員長、みどりの風代表、「立憲フォーラム」代表、公明党党首
　　　訪問目的：　市民の会の今後の方針と考え方説明・共有、第2回討論会(次項)開催の相談と参加協力依頼
②「第２回　政党・政治団体と市民との討論会」開催（『100人討論会』と呼ぶ）
　　日時：　2013年11月下旬～12月上中旬
　　場所：　名古屋YWCA

　　テーマ：「脱原発と憲法改悪阻止のために　これからどうするか？
～～７月参院選後と秋の臨時国会を振り返りながら」
　　　　＊賛同人有志と役員で構成する実行委員会で詳細を企画・運営する
③市民の会の体制強化と他団体との連携・協力
　　　・賛同人の拡大
　　　・財政
　　　・事務局体制
　　　・広報（ホームページの活用、など）
　　　・他の関連市民運動団体・グループとのネットワーク、連携
2014年～2016年の方針案（話し合いのためのタタキ台）
１）目標
　　2016年二つの国政選挙で「統一候補」またはそれに準ずる政党/政治団体間協力・連携を実現させるため、原発と憲法問題に関する具体的政策/方策を話し合いを通して2016年二つの国政選挙の準備を進める。
２）そのために…（具体的方法・方策と体制づくり）
①「政党・政治団体と市民との討論会」の継続開催（国政の動きと関連して）
　②県内政党/政治団体ならびに各政党本部(中央レベル)への訪問継続（必要に応じて）
　③「市民による政治学習塾」企画運営：「選挙制度」「政党助成金」「韓国における市民運動と政治の関係」「ドイツの脱原発政策に影響を及ぼしたドイツ市民の運動」など
３．自己紹介・・・省略

４．意見交換
U：「市民による政治学習塾」の開催をぜひ実現させてほしい。
B：12月の選挙は、みどりの党に入れるつもりだったが、直前に共産党の候補に変更した。こういうことは個人ではできるが政党ではできない。共産党は3年後の準備に入っているはず。この会が政党を動かせるような理念と人材が必要。愛知の良心を集めるような陣形を作らないといけない。この会の主体性をどうするか。自前の候補を出すか出さないか。若い人、人材の発掘が必要。
S１：討論会は勢いがあったが、選挙後は勢いがない。次の選挙前に活動は必要。先回の選挙前の活動の熱気を活かす活動が必要ではないか。
S２：個人が自立することと若い人への働きかけが大事。政治塾は、伊藤真さんのいいのではないか。
A：安倍政権は経済のことばかりで政治のことは言わない。オリンピックが東京に決まれば、その騒ぎの中でいろいろな重要法案が通っていくのではないか。
S3：（経験から自分達の支持する）国会議員が1人いれば（国会の中で）いろいろなことができる。
I：自分たちの思いを実現するためにどうするか。今の状況では、かつての社共共闘は無理。政党のエゴイズムを経験してきた。かといって独自の候補立てるということは先回の選挙の政党の乱立ということ同じことになる。自民党から公明党を引き離すことはできないか。今ある枠組みに固定化するのではないというスタンスも必要。
S2：かつてのような状況でないことはわかっている。
T：憲法を守るという運動や脱原発の運動があるが、運動の現場はバラバラ。労働運動でも同じで共闘はできていない。この会は重要であり、世の中の力をどう集めていくのかということと、会の活動を社会の中に知らせていくことが大事。
Y：それをやるためにも事務局体制を整えることが緊急の課題。
F：今までの会の運動は政党に共闘をお願いするということだったが、いろいろやっていくと共同の候補者が必要となる。その共同候補者を我々が提案せざるを得ないというジレンマも起こってくる。今後どういうスタンスをとるのか、我々の体制と役割が問われている。
S1：独自の候補者を立てるのは難しい。この会の運動は他地域でも注目されている。
Y：沖縄の選挙は、運動の状況があってすみわけができた。日常的な運動のつながりを丁寧に積み重ねていくことが大事。市民の会がそれを担うことができないが、それを意識してやっていく必要がある。

G：共産党に対するアレルギーがある気がする。今の危機的状況がなぜ起きているのか。政党と市民がきちっと向き合って何が問題なのか話し合う必要がある。政治塾で沖縄の現実も取り上げるべきではないか？
I：市民の会として何をやるべきなのかということが出てきた。現実的に考えると、既存の政党間での統一候補、または独自の市民統一候補のどちらかになる。独自の候補を立てるかどうかという問題は先に置いておいて、まずは脱原発と憲法改悪阻止についてどうするか、市民と政党が一緒に探求する場として勉強会をやってはどうか。市民の会は、原発と憲法の二つの問題の目標とそれにいたる具体的方策を摺合せる集会を設定していく、というのはどうか。
G：共産党に対する疑問や不安があれば率直に話し合いを持つ場もあればいい。
T：これからいろいろなことを取り組んでいかないといけないので省エネ型の運営をしていくように。
Ｉ2：市民運動は現場にいるという印象。日本の市民運動が政治に対してどう考えているのか。関電前の行動でも政治的な話はしないでと言われる。「脱原発」の運動をしているのにいったいそれをどこ言ったらいいのか。政治に対する圧力を強めるためには、現場の声がここにこないと政党は動かないのではないか。
Q：具体的に統一候補を出すということは具体的にあるか。
I：共産党候補者に対する拒否反応があるのが実状。
F：共産党に限らず、二つの目的を実現していく候補者があれば、政党に働きかけていくということ。
I3：二つの目標は国の将来を決める核心的問題。政党は政党のエゴを持っている。政党も変わる必要があるが、それには政党員が自立してもらう必要がある。市民運動を強化していき力関係をどう作るかだ。愛知の運動が全国を全国に広がるような運動にしなければ。政党に関係のない候補者がいれば、独自の候補を立てる市民の力をどうつけるかだ。
F：基本的には池住さんの提案の方向でいいのではないか。また、憲法や原発を取り組んでいる市民団体に呼びかけて、それらの課題と政治・選挙とをどう考えるのかという討論会をもってはどうか。市民運動も変わっていく必要があると思っている。運営委員として動いてくれる人がいないとせっかくの方針も実現できない。ぜひ、運営委員になってほしい。
